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市民の声を「道標」に、アクションを 

TPS社員 上田マリノ 

 

月 26 日、所沢の 2050 年ゼロカーボンシティ

実現に向けた市民会議（仮称）の第二回準備

会を「住みよいまちづ

くりと５つの課題」と

題して開催し、短い告

知期間にも関わらず

40 名弱の方々にお

集まりいただきまし

た。毎回参加してくだ

さる方や議員の方に

加え、20代の社会人

や新大学生など新た

な人たちにもご参加

いただきました。この

会の良いところは、立場や世代を超えて意見を出し合

えるところにあります。 

 今回は、4 月の準備会で出された課題のうち、「緑化」

「ごみ削減」「農業振興」「省エネ」「創エネ」の 5 つ

についてグループディスカッションを行い、行動に向け

た提案を発表しました。この提案は、市民サイドからゼ

ロカーボンシティを目指す「道標」として重要なものと

なります。気候危機に待ったをかけるためには、一刻も

早く提案をアクションに移していく必要があります。準

備会の後半では参

加者の皆さまに向け

て、行動の母体とな

る市民会議（仮称）

の設立を提案いたし

ました。 

 9 月 18 日の正式

な発足に向けて、動

き出しています。7 月

31 日に設立に向け

たスタッフ会議を行

いました。これからも

運営メンバーだけではなく、得意分野やスキルを活か

すサポートスタッフとして関わりたい方など、幅広くご

参加いただきたいと思っています。興味があるという方

はぜひご参加ください。 

 新型コロナウイルスは第 7波の襲来となっています

が、正しく恐れて対策をして、気候危機へ向かって共

に行動していきましょう。 

６ 
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電力市場価格高騰の仕組み（2） 
TPS理事 大島浩司 

 

回は市場価格⾼騰の三要素①新電⼒による

「⾼値買⼊札」 ➁旧⼀電の売⼊札量減による

「売切れ」 ➂旧⼀電のブロック⼊札による「売れ残り」

を説明しました。 

今回は新電力を苦しめる FIT 市場価格連動制と、

インバランス料金制について書きます。 

FITは 2009年に始まった家庭用余剰再エネ電力

固定価格買取制度の事、その後業務用の全量固定価

格買取制度がスタートしました。再エネを増やすため

にはとても素晴らしい制度でした。しかし FIT 再エネ

電気は 2017 年より「送配電買取」とされ、いったん

「送配電会社」が買取り、市場価格で新電⼒に渡す、

『FIT 特定卸』という制度になっています。新電⼒は、

送配電会社に、⾼騰した市場価格を払って、FIT 再エ

ネ電気を引き取る事になります。 

具体的な話をします。我々の山宇農園ソーラーシェア

リングは１kWh18 円で東電パワーグリッド（以下東電

PＧ）が買取っています。そして FIT特定卸制度を利用

して新電力 GPP に販売、ここでは市場価格連動とな

っているので、高い時は 40 円位になります。この場合

22 円が東電 PＧの儲けとなっています。本来市場価

格は 10円程度が常とうだったので、ここで儲かること

など想定もしていなかったわけです。東電 PＧにはまさ

に濡れ手に粟のような利益をもたらしました。反対に

新電力は通常 10 円程度で買えるものを 40 円程度

で買い、約 30円の損失を出しています。100万 kWh

（約 350 件分）の販売があれば 3000 万円の損害

を出します。まさに今 GPPが被っている損失です。 

それとインバランス料金制も再エネ新電力を苦しめ

ています。電気は作ったその時に使わないと消えてしま

う性格を持っています。蓄電池を利用すればいいので

すが、大方の電気は同時同量を原則として供給し、使

われています。日本では、この電力の同時同量制を小

さな新電力まで課しています。本来このような需給調

整は全国送電網の柔軟性を利用して行った方が効率

良いと分かっていますが、東電PＧはそれをやらずに済

ましています。 

そして同時同量を逸脱すると、不足インバランスとい

う形で罰金を課せられます。そのインバランスも前回

説明した旧⼀電によるブロック⼊札により作り出され

ていると推測されています。また想定外に市場価格が

高騰すれば、インバランス料金は更に大きくなる可能

性があります。 

このように電力自由化によって生れた多くの新電力

はこの愚かな制度により、存亡の危機に立たされてい

ます。 

前 

解 説 
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：持続可能な社会づくりのために（9） 
TPS理事 吉野 雅一 

 

質バイオマスの地域利用では、小型プラントが

適切な規模であることを前回紹介しました。小

型プラントとは発電出力で 20～2000kW、熱供給出

力が20～10000kWと巾が広いですが、主流は概ね

発電出力 40～500kW、熱出力 100～1000kW 程

度だろうと思います。小型と言っても 24 フィートコンテ

ナ 2 つ程度の装置から体育館 2～3 棟分の大きさに

なるものまで装置自体のサイズは様々ですが、附帯設

備として燃料を保管する集積地が必要で、燃料の加

工（木チップやペレット製造）や原木から乾燥まで行う

場合は更に広大な土地が必要になり、重機やトラック

ヤードなども必須になってきます。また、国内では発電

50kW 以下が低圧接続で比較的手続きが容易です

が、採算性の点ではシビアな規模になります。 

発電した電力は FIT 制度や新電力に買電してもら

うか、地域電力グリッドが整備されれば地域優先消費

も可能になりますが、熱は英国のような熱版 FIT制度

がありませんので、プラントに熱利用施設を併設する

か、熱供給パイプでその地域の熱需要施設に供給し、

売熱をします。 

例としては農業用温室利用で苺栽培（群馬県川場

村）、キノコ栽培工場（群馬県上野村）、役場・体育館

・宿泊施設・保育園・戸建住宅 46 棟に地域熱供給（

岩手県柴波町）、木材乾燥熱の他上記の例を殆どや

っている市（岡山県真庭市）、温浴施設利用（全国各

地にあり岐阜県に多い）などがあります。 

熱利用は熱と言っても吸収式冷凍機を介して冷房

冷凍エネルギーとしても使えます。上野村のキノコ栽

培は工場建屋の冷房に排熱を活用しています。 

熱の供給パイプは主に地中埋設により、道路などを

経て別の敷地へ送る場合が多くあり、原則的には道

路への熱インフラの埋設に許可が出るが、ソーラーシ

ェアリングのように国は OK でも地域行政は NG とい

う差異はあります。また熱供給には熱量の高い蒸気熱

方式と１００℃未満の給湯方式がありますが、蒸気は

工業施設など熱の大需要施設向きで、地域熱供給で

は給湯方式が一般的です。 

熱供給管は循環していて、いつでも一定の熱を取り

出せるように敷設されます。プラントから 85℃で送っ

た給湯が8ｋｍ程の往復をして帰還時に65℃で戻り、

２０℃分の加温をして再び送りだすという効率で運用

するので、各自が真水の常温からお湯を都度沸かす

ことよりもポンプの送出エネルギーを差し引いてもエ

ネルギー効率が高くなります。 

発電もするプラントは億単位の設置コストが掛かり

ますが、熱利用だけのボイラー施設ならば数千万円の

費用から可能です。但し薪ボイラーは設置コストが安

く出来るが、燃料の管理や運用に人件費が多く掛かり

ます。初期投資が高めでも木チップやペレット燃料の

自動化が容易な方式の方が安定運転と採算性が優

秀な傾向は否めません。 

地域に熱プラントが出来ることで地域産業を興した

り、活性化したり地域の経済活動の助けにもなるよう

な計画的設置が持続可能な地域づくりになり、地域

産資源の有効活用と言えます。住宅地であれば地域

給湯や暖房など戸々に設備を設けるのではなく、ある

地域で共有化した設備で賄うことで、二酸化炭素の

排出量の抑

制も出来ま

す 。住宅の

場合であれ

ば、家庭で

使用するエ

ネルギーの

約半分が熱

エネルギー

ですから、全て電気で賄うのではなく、熱は熱のエネ

ルギーのまま使うほうが良いのです。（グラフはエネル

ギー白書 2021より引用） 

木 
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温暖化問題と戦争：戦争がもたらしているもの、こんなことで良いのか 
TPS理事 山本 治 

 

在の地球上の人類にとっての最大の課題は温

暖化対策と言っても過言ではありません。既に

取り組まれている温室効果ガス抑制のために温暖化

対策＝パリ協定があります。国際社会の取り組みにも

拘わらず温暖化は進行しています。この事態に疑問を

投げかけ、更なる対策強化を求めた人物がスエーデ

ン人のグレタ・トゥーンベリ（2003 年生れ）さんです。

2018年にたった一人で毎週金曜日に議事堂前で抗

議活動を始め、また国連の気候会議では周知の「一

喝」があり、若者たちへの将来に向けた「より強い気

候変動対策」の呼びかけを行いました。これに共感し

た若者たちの「ＦＦＦ」（フライデーズ・フォー・フューチャ

ー：未来のための金曜日）運動が始まりました。 

現在日本でも６月から真夏並みの温度上昇、集中

豪雨が北海道から沖縄まで発生し様々な自然災害が

発生しています。地球規模でも南太平洋諸国の陸地

際までの海面上昇、南極の氷山の瓦解、イタリアアル

プスでの氷河崩落、米国や豪州でも山火事の発生な

どがあり、コアラなど甚大な被害の報道が映し出され

ています。 

経済面では、日本でも人々が電気代やガソリン代、

さらには食品、日用品などの物価の高騰に喘ぎながら、

収まらないコロナの感染予防のためにマスク生活で

何とか凌いでいます。食を求めてスリランカでは暴動

が発生しています。 

突如、２月末にロシアのプーチン大統領はウクライ

ナへの侵略を始め、多くの兵力を動員、ミサイルなど

武器を投入し、市街地に向けミサイル発射。その結果、

戦争にかかわりのない子供・高齢者まで数限りない

死傷者が出ています。又、ウクライナの農産物などの

輸出が止まりアフリカをはじめ世界各国で食料入手

困難な人々が現れています。それらの映像が世界中に

拡散し、その状況を無視するかの如く、攻撃の手を緩

めないプーチン大統領の非情さも、人々を驚かせてい

ます。 

 兵器・爆弾の製造と戦場での使用には膨大な資源・

原材料が使用され、労力を費やし、それらを内外から

調達しています。加えて、日本国民の多くは軽自動車

なのに、戦車や戦闘機には、高級燃料のジェット燃料

が、さらに軍艦では重油が、国防・自衛の名のもとに

ふんだんに化石燃料が消費されているのです。 

世界が地球規模で温暖化対策を進め、関連した

「ＳＤＧｓ」（注）運動に取り組む中で、プーチン大統領

の戦争により膨大な温室効果ガスを発生させている

ことは、犯罪的逆行です。 

 

戦争は数多の人々を死傷させるだけでなく、人間が

培ってきたあらゆる文化、歴史まで破壊し、人間以外

の動物、植物の命まで奪っています。戦争は何も生ん

でいない。戦争が生み出すのは悲しみと憎しみだけで

す。 

（注）SDGｓ：Sustainable Development Goals 

持続可能な開発目標：2015年 9月の国連サミットで

加盟国の全会一致で採択されました。２０３０年までに持

続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。１７のゴ

ール・１６９のターゲットから構成され、地球上の「誰一人

取り残さない」ことを誓っています。 

現 
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 おもしろエコのあれこれ 
TPS理事 村上大名 

 

◇野菜を育てるにも CO２が出るんです！ 
録的に早い梅雨明けの後の猛暑、そして戻り

梅雨のような天気と涼しさ。これも気候変動の

せいでしょうか。6 月末の暑さとその後の急な涼しさ

で、体調を崩している人も多いと思います。 

そのような中ですが、夏野菜がおいしい時期になり

ましたね。キュウリ、ナス、トマト、ピーマン、シシトウと今

の季節はおいしい野菜がいっぱいです。今は夏以外

でも一年中これらの野菜が出回っていますが、作物を

育てるときの環境負荷は夏と冬では大きく違います。

冬など気温の低い時期はビニールハウスを用いてハ

ウス内を暖房しながら育てています。また日照が少な

いので、照明によって日照を補うこともあります。当然

作物を作る際の CO2 排出量は多くなります。 CO2

排出量が多く環境負荷が大きくなるのは、夏野菜な

ど温かい気候が好きな作物を、冬にビニールハウス

で化石燃料を燃やして加温したり照明で育てた場合

です。夏野菜を冬にたくさん食べることは環境負荷が

大きいのです。野菜生産時の CO2 排出量を比較す

るとキュウリ、ピーマン、ナスなどの夏野菜は冬のほう

が夏よりも 2 倍以上の CO2 排出量になることが分

かります。逆にニンジンのように加温が必要のないも

のは CO2 排出量はあまり変わりません。根菜類や冬

野菜を冬に作る際には加温は必要ないからです。(図

１参照) 

季節のものを旬の時期に食べるとおいしいし、環境

負荷を減らすことができます。 

また、野菜の輸送距離や輸送方法も大切です。同

じ輸送手段なら移動距離が短いほうが CO2 排出量

は少なくなります。輸送距離が長くなるとともに排出

量が多くなります。また輸送手段は船→自動車→飛

行機の順で排出量が多くなり、特に飛行機の場合際

立って CO2 排出量が多くなります。飛行機による輸

送は単価が高くて鮮度の落ちやすい作物に使われて

います。（外国産の果菜類など生鮮食品） 

旬の野菜を地産地消で食べるのが最も環境負荷

が低くなります。おいしいし栄養豊富で体にも良いで

すよ。地元の野菜をたくさん食べて暑い夏を乗り越え

ましょう。 

 

参考文献 

野菜生産による CO2排出量の変遷に関する研究 

https://agriknowledge.affrc.go.jp/RN/2010751639 

野菜の生産・輸送過程における環境負荷に関する定量的評価 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/proer2000/34

/0/34_0_245/_article/-char/ja/  

記 

図 1（出典：野菜生産時の CO2排出量 
http://www.oit.ac.jp/env/cardamom/~biocycle/subjects_data

/vegetable_lca.html） 

図 2 家庭菜園のナスなど。今年から体験農場を

始めてみました 

https://agriknowledge.affrc.go.jp/RN/2010751639
https://www.jstage.jst.go.jp/article/proer2000/34/0/34_0_245/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/proer2000/34/0/34_0_245/_article/-char/ja/
http://www.oit.ac.jp/env/cardamom/~biocycle/subjects_data/vegetable_lca.html
http://www.oit.ac.jp/env/cardamom/~biocycle/subjects_data/vegetable_lca.html
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TOPICS 太陽発電系工作で遊ぼう（2） 
TPS理事 栗田彰 

 

前ＩｏＴ関係の記事を書きましたが家の改修工

事などで時間がとれずにいました。最近やっと

そのプログラムに取り掛かることができたので結果を

報告します。 

上図はその全貌です。ラズベリーパイは 5,000 円

程度のコンピューターです。それにディスプレイとキー

ボード、マウスを繋げれば完成です。今回は各種セン

サーを繋げて実用化の実験をすることがテーマです。 

下図は各種センサーが動作できるようにラズベリー

パイと配線した図です。 

 

次図左は気温と湿度、気圧を測定するセンサーです。 

これを繋げて特定の期間の外気の状態を測定して、

結果をパソコンなどに保存するようにプログラミングし

ました。 

下右図はその結果です。３０分毎にデータを出力し

て、PC に保存しています。データロガーとして使えるこ

とがこれで分かります。(\1,000前後) 

下図は専用カメラをサーボモーターに載せて周辺を

監視できるようにしてみました。(\2,500程度) 

下図はカメラ画像をディスプレイ上に写し、左右に

動かして周辺を確認しているところです。サーボモータ

ーは今のところ可変抵抗による電圧値によって角度を

決めています。  

以 
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22.8.1エコ作 1300新発売 
TPS理事 大島浩司 

 

陽熱調理器「エコ作」は、太陽熱を集熱して料

理やお菓子を作ることができる調理器具です。

この度おなじみのエコ作５００に大型サイズのエコ作

1300が登場しました。 

電気もガスも使わずに太陽の熱でレッツエンジョイ

青空クッキング。ただし、エコ作 500 のように、ガラス

管に直接水を入れて沸かすことはできません。 

 

 

寺田鉄工所オンラインサイト販売価格：39,600円(税込) 
GPPオンラインサイト一般販売価格：34,100(税込) 
GPPオンラインサイトユーザー価格：31,900（税込） 
 
 

 
 
セット内容：温度計付き調理用トレー、太陽光調整ツール、
洗浄用ブラシ、持ち運びしやすい取手付きケース型反射板。 

ソーラークッカーエコ作 1300 | Green People's Power 

ソーラークッカーエコ作 1300 (shop-pro.jp) 

 

 

 

５・６月の発電量実績 
TPS理事 栗田 彰 

≪コメント≫ 

月は平年より日射量が少なく予測より若干低く

出ました。6月も雨が多かったのですが最後の 1

週間の追い上げで、予測を上回りました。２ヶ月トータ

ルでは約 2,000 円プラスとなりました。特筆すべき点

は６月２５日から９日連続で猛暑日（最高気温 35 度

以上）を記録したことです。 

 

 

 

 

 

太 ５ 

https://www.greenpeople.co.jp/choiene/8033/
https://solars.shop-pro.jp/?pid=167211693
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サポート会員自己紹介 
                  横山 静さん 

 

◇「ゼロカーボンシティ所沢」に向けての私の想い 

O2の 3割は私たち市民が出しています 

 脱却しよう!   簡単便利な使い捨て社会から、

車社会から。安易な経済に流されることなく、信念をし

っかり持って取り組もう！ 

私たちが今日からできること 

①脱「車」➡まずは１家に一台

にし、カーシェアリングを始めよ

う。  ②自転車道を整備して、

自転車優先、歩行者優先の街

にしよう。  ③お買い物は遠い大型スーパーより、歩い

て行けるエコな個人商店や生協に行こう。  ④むだに

買わず、使用後にゴミの出る買物は避けよう。  ⑤新

鮮な地元産の野菜を買い、アラスカ産のサーモンは避

け、近海ものを買おう。  ⑥断熱効果の高いカーテン

を使おう。  ⑦へちまカーテンの効用：へちまが取れた

ら、茶わん洗いのスポンジに使えます。種は来年用に

自分だけでなく、近所に配ろう。  ⑧電気釜（炊飯ジャ

ー）はごはん炊いても、保温はしない。  ⑨生ごみは

「燃やせるごみ」として出さないで、落葉を入れた段ボ

ールに投入すれば、約 1日で分解されます。毎日投入

しても１か月以上投入し続けられます。少しの虫はつき

ますが、においはつきません。  ⑩廃プラの処理につ

いて：廃プラとして出されるごみの半分は汚れたり、他

の素材が組み込まれているためにリサイクルができず、

現在は焼却され、CO2 排出だけでなく、有害物質排

出の原因となっています。EU では「拡大生産者責任

制度」の下で、製品は使い終わった後もリサイクルで

きるように設計され、その処理経費も製造者が負担し

ています。日本においても同様の「拡大生産者責任制

度」ができることを望みます。

 

南永井の村上農園で地域のみなさんの参加協力で小麦の収穫作業 

年１１月に種蒔きしました小麦は６月には金色に実り、６

月 19日（日曜）午前 10時より小麦の刈取り作業を行

いました。農作業にご参加いた

だいた方は子ども食堂など福

祉事業をされている「すずか

め」さん、所沢市民大学ファー

ムのメンバー、所沢で地産地

消事業を推進しているカレイド

スコープの方、そして所沢高校

のインターアクトの部活のメン

バー12人と神谷先生、TPS メンバーをいれて総勢 30人で行

いました。  約700㎡の小麦畑は一部カラスのエサになってい

ましたが、農園主の村上さんの刈取りの仕方を教わり、全員で

一斉に行いました。刈取った小麦は束ね、天日干し用架台にか

け、その上に透明のビニールシートで覆い、12 時には作業を終

えることができました。終了後、「陽子ファーム」で朝取れた新

鮮野菜を皆さんにお礼としてさしあげました。 

刈取られた小麦は約１カ月間

天日干しをして、７月１６日（土曜）

午前１０時より脱穀作業を行いま

した。この日の作業も所沢市民

大学ファームの方と所沢高校の

生徒さん４名と神谷先生、ＴＰＳ

のメンバーの総勢１６名で行いま

した。脱穀機のトラブルもあって、

脱穀は半分強しかできず、翌日に回すことにしました。また脱穀

した籾のもみ殻を飛ばす、手漕ぎの「唐箕」（とうみ）作業も一

部行いました。翌日１７日（日曜）午前中に生活クラブの小山さ

んも入っていただき４名で残りの脱穀を完了しました。 

           （品川昭 記） 

C 

昨 
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